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照 明

1. 照明の意味

照明とは光を人生のために役

j}:たせる仕事である.光は光源

(太陽，電流，その他〉からtl¥

る・とれが物に営って後人のru~

K入!?， rlJ~の III にある硯細胞を

刺快し，それが脳に停われ脳

で中j断されて，外界の物が人に

認識される.とれが見るという

NJiJきであって，とれを助けるも

1 

般

第l/;函見るという働き

のが光に外ならない.すf.Ufコち，光，物，眼，脳という 4つが一連とtJ:t ，. 

見るという働きが起り，照明の仕事が成立てコ.

2. 光と明るさ

光は光源からけiて，物に首って後.UNに入る.との時，眼に入る光の多少陀

よって~!fjl惜の感じを起す.いわゆる明るさを感じるのであるが， '}とだりl切る

さU といっただけでは，意味がはっきりしないから，ととを明確にしよう.

との言葉は)(瞳， 3通りの場合に使い分けられている.すなわち，ますネ光源

111， 
、、'~， 

第2刷光来

について，それの照明能力を示ずに用いられる.失tL.

光泌をある場所に用いると，光源によって照らされる場

所が。明るさかを持つとととなる.さらにとの場所で人

が仕事をしたりして生活する際は，との;場所に置かれた ・

ものに光が蛍り，物があるか明るさかを持つ.人の眼が

感じる。明るさグは ζの最後0，物の明るさである.
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とういう風に明るさに 3 湿りあるがモの元は，光源から ~H る光のェネJレキ

ーの流れであって，絡にかいた。ゴコウかのように東になってI:PJるので光東

という.光源の照明能力は光来で許慣される.量を数字で王立い表わずには翠

f立がいる.事量金には固，長さにはメ ー トJレという単位がある如く光」ぶにはノレ

ーメン&いう翠f立がある.}レーメンdというものに慣れるため，第 1去にいろ

いろた，うりif，lの光東を掲げてな，(.電球や埜光ランプも，それぞれその大き

さに臆じ?と光東を出しているが，その数字は後?と示す.

光源からうtの出る多少によって，その照明能力が定まるととはわかった

が，それが方向によって遣う場合がある.太陽は!JlJ:Jj，八方，平等，一様に

m~ らしてゐるが，月はそうで主主い.満月の11寺は i明るいが新月にたると暗い.

第 1表各fA:光加の光来 光東が，どの方向にも同じようには出充足
〈電球ー後光ラy フ・の分1'1除く〉

いで，密にHlるr;ii'と粗に1+'，る月nとあるの
太陽

月

f夜明
マ ツテ

〈動えの際〉
ろうそく
7セヲレ ν燈
ガス燈

Jレーメy
4.3x10 2， 

8 x 1016 

3 

4 

(40) 

10 

200、

250 

， である.とうして方向によって照明能力

が違うととに君主るが，とのあ:3方向の照

明能力を光度という.光度の"'jt{，'!:は，よ

く.1lニにする燭である.背首ムRの大きさを

何燭といって表わしていた，あれは昔の

結球では，.!fj;様の方向の光度が測り易く， fLつ最大で、あって，それで、電球の

Jf~~明能力を示していたのであるが，後にたってそうは行かなくなったため，

すたってしまい今は光束を用いている.

第 2表明るさの関係

{光源の明るさ |光度燭 } 

明るさ(場所の明るさ 1堅度，]レグス i;光来 rレーメy
l4弱の明るさ 1)都度度/cm2 J 

事務室の天井に光源がある友ら，その光東の内。あるものはlUかに机に来，

，a，るものは天井や壁に常 t，反射されて机に来る・とにかく，zDる分量。光
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mが机の上に蒸ちて，明るさと主主る.とれは場所が照らされている程度だか
ら， !照度と呼ばれる.照度ーは場所の商杭に封し，いくらの光東が落ちるかで

定る.すなわち毎平方メ ー トル何ルーメンというととで表わされる.とれを

一口で云えるよろイ[lJ}レクスという ととにする.ルクスという言葉に慣れるよ

う，メミ然のJ!~~度の必よその偵を第 3 去に示す.

宮f'， 3炎 天然の j照度 賞際に室内定Eどのj照度を簡皐に知るに

ノレクス は，マツグ照度計がある.とれは光電池
晴天の日の日向 10 蔦

晴天野外の日蔭 1~ といって，光があたると屯試を起すもの

晴天，屋内窓t側際〕 1000 
くゴ -2000 を二五;流討につないで，ある場所の照度が

室内広L中溢 100-200 

室内の 11，'1] 20 メー トJレの読みとなって現われるように

H抱月の主主， 士山上 0.2 
たっている.Lit-月の日 3 

10，000 
物の明るさは，その物を置く場所の照-+ 

度によることは，えうまでも左いが， J!f..f，良ーが一定していても，物によって，

?ととえば(，い紙と黒いスミとでfll~が感じる明さは追う.との種穎の明るさを

ま~j度という . 乙の場合 l 物からう'tが HIているのだから，光源と同援にその明

るさをイI1J燭といって表わすか，少し遣う，'!!iは同じ強さの光が出ていても， そ

の光る n~l i ，Wの大小によってIIIUß受ける明るさの感じが費る . それで輝度は王子

第 4表 各組対~ilúの炉[fJ主

太陽 16i'1i I 
)-J 0.2 I 
苛浴 0.3 

ろうそくの炎 0.5 

アセチレンの炎 8 

l' 't!(Bliの7イラメ y ト 200-切0
1艶消宿球 10-20 

乳['.1グロ ープ 0.1 

後光ランプ 0.3 

方センチメ ー トル官り何燭といって表わ

される.との云い方でいろいろえに光振の

輝度を示すと第4表のように友る.

蝉度の大きな光椋を見るとまぶしい I

他の僚件も開係するが，大哲， 0.5以上

のものは，まぶしさを奥える.それ以下

たら差支え主主いわけであるが.それでも

0.2以 ，..のものは，永く見ていると疲れを起す.照明の'L'l施に常りa:t立すぺ

きととである.
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3. 物の見え方

照明の芭際に常って，どれくらい明る〈し友ければならないかは根本・問

題である・それにはl切るさと，物の見えかとの閥係をj、¥¥らなけれfまならな

い.物の見え方が何でさまるかというと，いろいろの依刊がある中に，ifi:.

要君主ものは沿よそ次の3つである.

(1 )物の大 き さ

大きい方が見え易く，小さいと見えにくい.大きい，小さいといって

も，物の大きさそれ自身で、はなく，眼と物との距離をJ5えに入れての

ととである.

(2) 物と，地との色合の泣い

印刷物は， ("1い紙にtい文字が刷てってあるが，fく月Rは内いイfj地主Eら

白い糸で縫っゼある.前の場合はィ色合の遣いが大きく見え易く，後

~、巴 耐

ぎ繋啓三----_...- 大

ー一、-_・h

(都

第3i~ili 大きい物と小さい物

の場合は色合のj主いが小さく見えにくい.

f3)明るさ

眼は随分ろまくできている.太陽の直射する所と， J:l11Zというよう

に10高 :0.2も明るさに発があっても一際見ることができ.るけれども，

月夜iの光でみ;を説んだり，工場作業をしたりするととはでき友い.物

の大きさや，それと地との色合の違いに臨じ，相常の明さがないと，
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はっきり見え完泣いのである.との場合の明さは，限fc感じる11月るさだ.

から，輝度である.輝度は，物の色合と，照度とでA::る .!!WIJJ設計で

カ11械のできるのは限度である.従って時い色令の物を扱う作業陀は，

ffit!ttが飴計いるととに友る.

以上の外に，見る時間，阿国の朕態，見る人の欣態J!Hiリj)j法等も

樹係する.特に，児られる物によって， J!Hらす光の柔らかさか;必智ず

るととっo)ある.

とのように考えて，いろいろと寝殿や調授を多くの人々が繰返し，

その結果ーによれ各種の作業tc，趨営友Jff¥度カ‘わかり， J!~1.1 り j~品ilーのよ

りどとろとたっている.

5. ま.s~しさ

物の見えブjに影響するA'必たものがもう 1つある.まぶしさがそれ

である.まぶしいと不愉快で、，かっ眼の疲労の元にも主主るが物を1-::っ

きり見るに牙IlfL¥):にもなる-sifい路上で，前方から来る自由)ij-':の'f1(f!!(i崎

κ照らされて凶るのは，よく人の粧験する川であろう .GE合祉の Jレ

ツキーシユ氏の従験によると，ある物を 100JレグスI'CJ!f(らして，ーl:合

よく見えていた所へ， t以の前に，まぶしい光似を11¥したら，見えにく

くたってしまった， その見えにくくなる税皮は，ヲt源の方向が飢記長に

近い耗ひど〈て，その角が 400 主主ら 42%だけH音くなった場合，すな

わち， 58JL-クスの時の見え方にたり，角が小cく完工ると，段々 必く， 50

の時は-84%，すたわち16Jレグスの見え方にしかなら注い.従って，

乙の場合依りに 100Wの'dii試を使っていたとすると，そとに，さらに

何ワットかでまぶしい光を/1'，したために， 84Wがムダになってしまっ

たのと同様である.すたわち，まぶしさは見え方を筈し，挫折J'.のm

失をも，もたらすものである，

5. 震い照明の要件

'" 



以上によ t，良い照明の要件は，主主のf、から日月かでるろう.す君主わ

趨官;なj照度については，

京mかい資料があるけれE

も，大悼の値を第5表に

6 

ち

照度の要求

ますτ労働安全衛生示す.
40:- !ß2 ~ら

規則の主主低限は精密主主作

議主 普通の作業100ルクス，

業 50;レクス，粗友作業

とれ20 JレクスMεある.

は規則で守らえにければ友

らたい最低限であって，

普通の事務所，翠校の設

室，大抵の工場作業では

50-100;レタスがほしい.

グイプライタ，製岡，事

とれに笑nする ζ とをやる場合，家庭にゐける説書，裁縫，工
場に於ける精密完工作業等には， 100;レクス以上， 200';レタス程度を婆す

まぶしさはマイナスの明るさ

校でも，

U)4回

る.品位?な作業といっても程度によるので，細かいものの検査1tetz:

j限度基準の概数

500一一一一-200

‘一

第 5表

100-一一一50一一一一一20一一一一一一10
精 ←一一一中←一一一組 通路

{タイプライタ
製図

3延岡・宜験
裁縫・ JL1ffi

一般事務

普通教室

居間・客間

RF1度 FレPス〉
工助作業

所

低

宅

路

盾

務都

銀

位

活

向 B 

←一一一一 宮Îli~←一一一一庖内
シヨ 戸ケース
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たると 1000ルクスくらいほしいとともある.粗友作業というのは，

工場では荷主畳程どである.商庖となると物を見るに必要た科度は最低

限で，それ以上は競争で明るいほどいいわけで，採算ーが最高限度を興

える.

(2) まぶしさを除く

前節に述べ?と遇り，まぶしさはマイナスの明るさである，たおitニ定;

すぺきととは，光源を直かに見るためのまぶしさの外に，とれが光深

ある物で反射ずるためのまぶしさがある.金凪，ガラス，アー トペー

メー主主どを扱う場合に注立を要する.

(3) 語嘗な蔭影

勢働安全衛生規則にも，照度の規定の外に，明暗の別H~ を著しく泣

いように，かっ，まぶしさを起させないようにと云っている.濃い陸

影があると，作業と不便であり危険を件う.1二，限の疲労・を起す.ハグ

ヵ種団tは，まぶしさと，蔭影との賠からも面白くない.

(4) 光色の選捧

われわれの限は天然の笠の光に慣れているから， J照明に周うる人工

光源の色もとれに近いものがいい.電球では少し赤黄色を都びている

が，大腿差支えたい.しかし，特に色の見分けを必安とするよろ念場

合は電球のガラス球に青いガラスを用いたり，青いガラスで作った!!夜

明器具を使ったりしていた.ととろが， ζの方法は光の損失が多い.

霊光色あるいは，白色埜光ランプは，普通の屯球よりも.かえって効

率がよくて，しかも天然の光色によく似ている.工場，商!古，モqコ他

I'C趨するゆえんである.

(均照度の保持

優秀吉E照明施設でも，とれが働いているうちに，電球や蛍光ランプは

暗くなって行き，遂には全くつかたくたってしまい，照明符共，モの



¥ 
a 

ごみ等で汚れ，やはり照度を低下さず.ランプはj収換え怠け時d
b
 
他

ばえにらや，君器具は掃除したければなら注い.とれを励行するととが
帰

とれが終易に行い得るよう設置の始めから考えてな要であると jt ~ ，

かたけれは・IJ:.ら友い.J照度の低下は照度討を備えて壁面見するがくよ，

とれを屯雄社で監税調整する.また如i燈電患が下るとi倍くたるから，

6.照明の賓施

J!HI現地設をたすには，前節の要件を考え，乙れを満足するようにす

とれをその手段の方向から見ると一一るわけであるが，

効率よし しかも危険なく，取扱簡単なものがほしい.各光源1. 

種の屯j査はとれにJ.lQ~守、 るものであるがその性能を取 り まとめると

第6表のようである.

ンプ

250 
2110 

450 i 
4拘 i
55.'> 
600 

200 1340 I 
~ 1440 1 

来光

一絡
堅

一定
宿

一
プ
陸

一
ン

一
ア
」
一
7

沼

光

プ
流
-

v

y
 

埜

ラ

也知也

表

何

百

7

さ

り

'

0

0

同
町

第

長

m叫
ん

ゲ

m
o
m
o
m
o

丈
一
心
W

D

W

D

W

O

W

-3
-

nu
れ
U

ヮー

η'
刊
U
刊

u
v
n
u
n
v

型
一

u
u
u
u
u
ロ
U
U

3
2
一
F

F

F

F

F

F

F

P

ω

hゲ

%
h
v

宅'

100 
0 

目
。

日
hv

臼
hグ
侃
。
守ム

0.20 
0 

0.35 
0 

0.35 
0 

20 
0 

。。
，'
o
o
'
'

ハ
d

-'

qδ
，
d

一般照明用電球

グ

60 

0.42 
0 

外に青色，青白色，

38 
if 

D.登光色 W: f!-1色

緑色桃色等がある

-・ー

、

2

8

ノ

5

長

9

f

m

光来

72 

186 

250 
(305) 

400 
(465:1 

110 680 
く780)

136 1300 

175 3050 

213 4750 

232 9000 

332 20000 

。

w
m
η3

0

0

 

4

陸
一
!

70 

80 

96 

110 

165 

勢6表

型式

LlOOV10W 

。20
~ :30 
く30)

。40
(40) 

タ 60
(60) 

。100
ク 200

// 300 

グ 500

タ1000

但し( )内の数字はLd(二重コイ

ルJの場合をポナ

光源から11'，たま iの光は，いわば生のものであって，照明甘器具2. 

そのま L では照明rc~ うに遁常でたい.，すたtわち伎や上の方に出

さえ

ぎり，方向を鑓えて，照明に役立つようにする.}践により笠.1文

ムダになったり，まぶしさの原閃rc!J:ったりする光を，-て，
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射笠，グロープ.反射皿等があり.新らしい形式で10.;Lーノご_.'i.)~ 

<bる・ i..j;;-jti肢の保護や装釘!Jをも主主す場合がある.

3. 光源の配位 屯;股によるJ照明が始まった頃は，光を必要とする場

~~.vc近く，ノj、さいうt泌を泣いた . Ü;(始的J，~)部!!HI切である.それが，

工場でも商!占でも，建物は大きくたり，所要j照度!'I尚く主主り，一

方では光弘t，J照明都兵も進歩して，相営大きな光ゅ;iを規則的に間

世して，企般的にほ r一様友!!HllJjをするようになった.主任般照明

で&る.然るに諸問の工業も精度が.I::t，所嬰!限度は従々高くな

って全般If~明のみで，とれを作るととが技術_I-.も鮮がi_l.. も凶虫~i f.乙

殺り，再び局部照明が設場する・しかしこの場令，全般!照明を践

しては主主らえにい・ l有者を併用するのである.日本ではとの段階に

3?ったl吟，戦争に突入し以始的局部j照明に逆戻りしたが，アメリ

カではj照度はー居高く友り，遂に日本の 10併にもなった.しか

~.... ，とれには，lc:J効率光源の裏付けがあり，出~jJ被度の全般照明とな

ったのである.

7.照明設備に撃すする経済的顧慮

照明裕JI，を用いて，允をー充分に利用する司

とj効硲升-似1を採用一-:if::うu授の際府. i1i良~.l1"茨の使用 ‘

まぶしさ l士マイナスのl切るさ.

掃除の励行.

里点以系f:7Cの必JJil.

職場徒にもUt~よ力三 lーを備え，電 f] を台どl!.(j"JI'C使う.

8，・照明設計の概要

itffi~~I~え:照度をきめ，とれが件られるように光源のんきさと教とを求

め，配位するのである.とれ陀t土安の寸法，仕 1-.の色合，それに趨'沼

に選r.i:';(1したJfH明器具の性質を考えに入fして計'J，Iずるのであるがp 乙主
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で.工どく大惜の見常をつけるためのぞモ料を君事 8~長として舟け・てた<.

?ととえは1笥口 51m，奥行71副で，犬井，壁を口く首位った事務室に$L白

グロープを用いるとすると，限度を 100Jレタスにとるたら.所要電力

は， 83x5x7.=2900 (ワット)である.とれを蛍光ランプに笠をつけ

第 8表 所要電力概算ー表 たものにすると， 26x5x7= 

子均 1∞ルクスになるため室面積平方メ ~ 910 (ワット〉ですむが. 20W 
卜ル蛍り(左、と坪営り〈右〉とのワット鍛

「主主壁の色合 | 明 '1 o音 |では 46本， 40Wでも 23柑

ピヱ最長瓦11653 120 661る・
|ガラ ス笠 I20 66 i 23 76 I 光源の取付何世は出il過ぎては
!乳自グロ F プ I25 83 I 30 100 I 

I ~~ ，， ~ I ， ~ ， ，n I損だし，低過ぎては眼に入って
どf~ 間接 I 35 115 I 43 142 I 
球 !間 接 lω 臼 i一 -1まぶしいー七限度のムラが111来
反射笠十雌光ラ y プ 1.8 26 I 10 33| る 大関，作業師と天井との間

を3つに分け，その上の方あたりにする そして光源相互の間隔を，

作業面から測ったうI::iJhl尚さの 1.51再以内にする._I-_の例で，机の高さ

が， 0.8メートル，犬井の正;Jさが 3.2メー トル友ら，光棋は机上1.6メ

ー トノレくらいがよく，間隔は 2.4メートル以下というととに友るが，

1 I国毎K梁，柱等があると， 1坪 1:股というととで，間隔は1.8メー

トJレ，燈数は 35燈，従って，屯球は 83Wとなる .ζんな電球はた

いし，官際は3~tiJ1立の官余裕を見込んでゐくべきで， 1OOW を使うとと

になる.建物の食怖により取付枕置は必やしも上のようには行かゑい

が，ととでは大悼の沿話をしたのである.

平均1∞ルクスκしたいで，とれを 5ο ルタスに止め，机にスグン

Uを置いて補うという方法もある.すたわち全般j照明に局部照明を併

期する方式である.とれは，特に工場の粘悩作業や，精密検査に沿い

て高い照度を必要とする場合に採られる.

， 
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9. 7:J.リカの照明

アメリカでは工場や襲校の照明には，全般照明で500ルクスという

のは普通である.商J，15r乙ヨミつては競争で 1000-5000}レクスにも友っ

ている.照度は，日本のぎっと 10俗であるが，盛光ランプの利用陀

より電力は31去にしか主主ってたい.すi;;:iコち，正;jJ何度ではあるが，そ

，れには高効率という説付けがあるのである.高効容という所は民似た

いととであるが， FL40がH'，るまでは貨際上不可能で、あった.

10.照明以外の光の鷹用

紫外線や赤外錦は人の眼に見えたいので，あかりには使われ主主いが，

E史ーに見える光の親類である.紫外線はイネの筈践であるメイチユウに

は見え，とれを誘い寄せるので。青色埜光誘蛾燈ゲとしてのl悠用があ

る.人のl幻i守の下にビタミンDを作るなど健康に良いので，紫外線ラ

ンプを用いた位康j照明が行われる.また殺菌作用があり 3 殺菌ランプ

というものが7.K， ;，;.~紙，食品容器，食器，盤療器具等の殺l岩に用いら

れる.・去を光作用を使って，物の鑑識も行われる.

赤外棋は，物の内部に入り込んで溜める作用があり，古くから磐療

用に，また美本に肱用されている.近来は塗接した機械部品，繊維製

品，陶磁器を始め，食品の}JII工から，のりつけし介ものの乾燥にまで

用いられる.



本世

東京事務所

東京芝浦電集株式曾世

制l奈川l採)11崎市:ljA)11町 72番地

東京者li中央l孟日本橋本町1の16

一一一一一→叫-=<>0ι~...，..._ -一一一一

電話(川崎)2571-5

電話(日本橋)1311-7

関東電気賓業株式曾社

東京都千代田凶制IE!:l7E房町 1 電話下谷 く83) 2651 ， 2691 ， 6173~5

閣西電気質業株式曾社

大阪 Tl1西直氷山I明治lの拘 置話土佐宛! .2 6 3 1 

九州電気質業株式曾社

小倉市大阪町 112の 3 電話小倉(5)609，615， 402 

中部建霊祭賞業株式禽社

名古屋市中区八百屋町1の1 %:話本局 く2) 1 8 0 4， 1 8 0 5 

中国電気費業株式舎社

民島市錨 li包 nlJ 1 2 5 電話成島中 く2)1 6 0 6 

東北電気寅業株式曾社

11w 怠市国分間11 59 電話仙台 2846， 439 1 

北陸電気賓業株式曾社

-<t 津市下堤町 3 5 電話金津 2 1 9 7 

北海道電築株式曾詰

札幌市南一能凶 2 池内ピル 電話札 腕 7 0 6 
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